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今国会は非常に厳しい。戦争法は衆議院 80 日、参議院 40 日
の審議で、延長してでも通す構えだ。安倍首相が自衛隊を「我が

軍」と言い、官房長官も否定しない。「自衛隊は防衛の必要最小

限度の実力組織であって軍隊ではない」としてきたことをかな

ぐり捨てる。また、陸自の中で一番海外派遣の多い北部方面隊

は「戦争立法」に備え“遺書”ともいうべき『家族への手紙』を書く

よう事実上の「命令」をした。国のために死ぬことの強要か。

しかし「苦情申し立て」をした自衛隊員がいた。元隊員は
「『手紙』は、明らかに今、安倍政権が躍起になっている集団的自

衛権行使容認を想定した、海外での武力行使＝戦争への覚悟を

隊員に植え付ける意図があったことは間違いない」と告発し

た。これはまさに言論の自由―憲法が生きている証拠だ。

辺野古の埋立は、普天間移設ではなく日本政府による新基地
建設だ。誰かの犠牲の上の平和はあり得ない。沖縄の人々の

「基地を作るな」という権力へのたたかいに学び、私たちも立

ち上がろう。北海道の自衛隊の中に行動した隊員がいた。戦争

を知らない世代の声も聞かれるようになった。101 の地方自治

体が集団的自衛権行使反対・慎重の意見書を出した。「戦争は

イヤ」という人は多数派だ。「戦争法は許さん」「戦争法を使う

な」の声を拡げよう。希望は私たちに。（3. 月 29 日　藤井純子）

日本国憲法68年　
憲法記念日

5月3 日（日・祝）  10:30～12:30  原爆ドーム前
ストップ改憲！ 憲法リレートーク　＆　市民シール投票

5月3日憲法記念日、私たちの人権、命を守っている平和憲法を活か

そうとリレートークを行います。安倍政権は、日本を「戦争する国」にし

ようとしています。そこで広島のお祭りフラワーフェスティバルを楽しむ

人々に考えてもらうために市民投票も行います。

あなたは自衛隊が海外で武力行使=戦争することに賛成？　反対？

ストップ改憲、原発も核兵器もない社会をめざすあなた自身や子

どもたちのために応援に駆け付けてください。

10：30 ～ 11：30　市民シール投票
11：30 ～ 12：30　憲法リレートーク

◆チラシは何枚でも送りますのでどうぞご連絡ください。
　

   みんなで作る８・６新聞意見広告2015
　　　メッセージをお寄せください。
　　　 　　

チラシができました

振替用紙メッセージ欄に書いてお寄せください。
　メッセージ 31 字以内　締切 6月末

へいわってなにかな。 ぼくは、 かんがえたよ。 ねこがわらう。

おなかがいっぱい。 やぎがのんびりあるいてる。 ちょうめいそう

がたくさんはえ、 よなぐにうまが、 ヒヒーンとなく。 みんなのここ

ろから、 へいわがうまれるんだね。 これからも、 ずっとへいわ

がつづくように、 ぼくも、 ぼくのぼくのできることからがんばるよ。

発行：ブロンズ新社
安里有生／詩
長谷川義史／画

へいわってすてきだね

大人も読みたい絵本

はじめよう！　次の不戦の 70年を

あなたは自衛隊が海外で
武力行使=戦争することに　　

反対？
賛成？

世界中どこ
でも いつでも



■　はじめに　安倍首相のウソ
　＜１犬虚に吠えて万犬その実を伝う＞という言葉がある。

　要約すれば、“一人の政治家が虚言を繰り返せば、多くの人々

がそれを真実（と錯覚）として伝える” と言うことである。ウソ

も百回言えば本当になる―ということである。

　＜巧言令色少なし仁＞という格言もある。口先の上手い人間は、

仁の心に欠ける―との意味である。どちらも、安倍政治と安倍首

相の人間性を現している。

　昨年７月１日の閣議決定「集団的自衛権行使容認」に至る自公

協議、今年になってからの「安保法制」に関する協議をみると、

実態がよく分かる。何が何でも「集団的自衛権行使」をするがた

めに理屈を捻り出している。そして、自衛隊を “何の制約もなく

使いたい” との思惑である。集団的自衛権行使を具体化するため

の安保法制改定の協議は、最初から結論ありきの茶番である。ま

さに、ウソも方便である。

■　自衛隊は名実共に「軍隊」へ
　次から次へと議論が広がり、何のために協議しているのか、多

くの国民は理解出来ない。自衛隊員ですら複雑で分からない、と

の感想も報道されている（３月２１日、中国新聞）。

　３月２０日、安保法制改定をめぐる協議は、実質的に自公合意

に達した。

　結論すれば、『これまで専守防衛に徹してきた自衛隊（専守防

衛は個別的自衛権であり憲法違反ではない。自衛隊は軍隊ではな

い）の役割・あり方を大きく変えるための法整備である』。

今後の自衛隊の主任務は、集団的自衛権行使と治安維持行動にな

る。周辺事態法から「周辺」を削除して地域的制約を外し、世界

各地で活動できる自衛隊と変質する。米軍と一体化するから、米

軍の要請を（今までは憲法を盾にして断ってきたが）断ることは

出来ない。

　

　新たな安保法制で自衛隊の活動はどうなるのか、例示された事

例で見ると。

（１）集団的自衛権行使＝米国を攻撃してきた第三国に反撃する。

ペルシャ湾などシーレーンで機雷を掃海する。どちらも現実

的には考えられない（米国が戦争を仕掛けない限り）。

（２）他国軍の後方支援＝日本周辺だけでなく世界のどこでも、

米軍や他国軍に給油・輸送などの後方支援する（註：武器・

弾薬などの支援も想定されている。後方支援そのものが戦争

行為であるのは軍事常識だが）。これらは「恒久法（一般法）」

とされる。

（３）国際的な平和協力活動＝ＰＫＯ以外の人道復興支援、治安

維持活動に参加。任務遂行のために武器を使う。

（４）グレーゾーン事態＝武力攻撃に至らない事態＝訓練中の米

軍や他国軍を防護する。どこでも「船舶検査」が出来る。

　　　　　　　註：朝日新聞３月２１日付け記事を参考にした。

　現在の法律では、自衛隊が武力行使できるのは「日本が直接攻

撃を受けた場合」のみであり、行動範囲も朝鮮有事を想定した「日

本周辺有事＝周辺事態法」で限定していた。

　ＰＫＯ参加５原則、武器使用制限などで一定の制約を定め、特

別な場合は時限立法で特別法を国会で議論し対応していた（これ

も憲法違反の議論があるが）。安保法制によって恒久法が作られ、

いつでも政府の決定で自衛隊の活動が可能となる。

　“他国への攻撃によって日本の存立が脅かされ・・・” など歯

止めと称する文言があるが、歯止めにはならない。「政府が判断

すれば武力行使が出来る」ことになり、「特定秘密保護法」によっ

て情報が公開されることはない。事前の国会承認も “原則ではな

く基本” としているから、形式を整えたに過ぎない。また、今回、

安倍政権によって「文官優位を改定し制服組と同等にした」から、

制服組に牛耳られるのは明らかである。

　そして、全てを恒久法として整理し政府の判断で行使できるよ

うにするから、何が起きるか国民は判断できない。

　今回の自公協議で安倍首相の意を汲んだ自民党は新たな概念も

提起した。

　『武力攻撃事態：武力攻撃が発生したか、発生する明白な危険

が切迫している』、『緊急対処事態：武装不審船、大規模テロなど

武力攻撃以外で重大な影響を及ぼす』、『新事態：我が国の存立が

脅かされ、国民の権利が根底から覆される明白な危険がある・・・

などの武力行使の新３要件を満たす場合』などである。字句はもっ

ともらしいが具体的には歯止めは明らかでなく、政府が恣意的に

判断すれば成り立つ。いずれの内容も「憲法前文と第９条」を逸

脱し、安保条約も逸脱する。憲法第９条２項では、国の「交戦権」

を認めていないのであるから、大きな問題が発生する。

■　言葉を弄ぶ政治―危険な社会へ歩む
　今回の安保法制は、集団的自衛権行使と自衛隊を世界規模で活

動させる目的で作られる。

　安倍首相は、中国の台頭に軍事で対峙する道を押し付けている

（仮想敵国・中国）。中国に対抗するには日本だけでは無理なので

米国と一体化するのだ。だが、米国は “戦争続きで国家財政は悪

化し、国民は厭戦感情が強くなっている” ので、日本が肩代わり

してくれるのは大歓迎である（米日が世界の警察となる）。だが、

日本の問題に米国が協力するかどうかは不明。

　“中国が尖閣（釣魚島）を武力で占拠するから” との口実を設

憲法も安保条約も無視する安倍政権
　―日本は「平和国家」の看板下ろすー

横原由紀夫（第九条の会ヒロシマ世話人）



けて、軍事力で対決する道を進めている。だが、よく考えれば分

かるが、“人も住めない小さな岩島” を中国が占拠しても何のメ

リットも無い。侵攻するなどあり得ない。米国にしても尖閣のた

めに米国人の命を犠牲にすることに何の意味もなく、日本のため

に中国との戦争などしたくない。安保法制で提起されている事例

も、国民を騙すために作られた「机上の空論」である。

　例えば、

①米国本土はもちろん米国の軍艦を誰が攻撃するのか。米国相手

に本気で戦争する国など存在しない

②ペルシャ湾に何処の国が機雷を敷設するのか。その国も大きな

被害・損害を受けるのであり出来ない

③武器を使って邦人を救出するなど自衛隊では出来ない。米国の

特殊部隊ですら殆ど失敗している

④多国籍の船舶を公海上で「船舶検査」することは、「宣戦布告」

であり、ましてや武器を使用することは戦争を仕掛けることで

ある。

　日本のあり方を根本的に変える重要な法制を国民的議論に付す

こともなく、統一地方選に影響しないよう選挙後に国会議論を行

う。その前に、安倍首相が訪米して米国に約束をするのである。

米国との約束を先にしておいて（既成事実を作る）、国会に提出

するという姑息な手段を使っている。そのため、沖縄は米国への

貢物とされている。

　安保法制と「日米防衛協力指針改定（新ガイドライン）」によっ

て自衛隊は名実共に軍隊となり、“自衛隊員が海外で命を失い、

外国人の命を奪ったりする” 可能性が高まる。戦後の日本が経験

したことのない事態となるが、安倍首相・政治家・官僚や国民は「覚

悟」が出来ているのか。極東条項のある日米安保条約も逸脱する

のである。国民無視もはなはだしい。

■　軍事力頼みは危険な道―かつて歩んだ
　安倍首相の言う「積極的平和主義」は、武力行使を背景とした

ものである。ブッシュ大統領が始めたイラク戦争（０３年３月）は、

“ウソで固めた大義名分” で口実を作り、しかも米国を守るため

の自衛戦争と言った（侵略行為）。これによって、過激なテロ集

団が結成され米国製武器を持って武力紛争を起こしているのだ。

テロ組織を生み出したのだ。政府・政治家は、常に、自分たちに

都合の良い「ウソ」を作り戦争を行う。戦争はいつでも「自衛」

の為である。だが、戦争は政府と政治家だけでは出来ない。騙さ

れる国民が存在しなければ不可能である。政府・政治家の言うこ

とをすべて信じ、「勇ましい熱狂的な言葉（感情論）」を支持する

国民が存在するから戦争が出来る。戦争するもしないも国民の声

が決定する。「集団的自衛権」は他国の戦争に参加することであり、

他国のために国民の命と財産を投げ出すのである。日本を守るた

め・自衛のため―というのは建前でありウソである。政府がウソ

を百回言えば国民は本当だと思うのは、騙されていることになる。

■　国民が声を挙げるしか政治を変えることは出来ない
　日本を守れ、中国・韓国・北朝鮮はけしからん、強い日本になれ・・

などと勇ましい言葉に振り回される感情的な社会が成り立ってい

る。このような社会状況の中で安倍首相批判、政府批判をすると、

「非国民、日本から出て行け」などと攻撃される。街頭宣伝で暴

力を振るわれることもある。

　日本社会は、現在でも、感情論が勝る状況になっている。さらに、

集団的自衛権行使容認体制になれば、自民党憲法改正案に基づく

価値観が正しいとものとなり、国民主権は奪われ、憲法は国民を

縛るものに変えられ、民主主義と立憲主義は捨て去られる。今で

も、沖縄の民意は無視されている。社会のあり様を変える力、民

主主義・立憲主義・人権尊重を守れるかどうかは、国民が握って

いる。国民が声を挙げることでしか政治を変えることは出来ない。

　憲法・基地・原発問題は、日本の将来を決める最大かつ最重要

な課題である。市民が決起し声を挙げよう。アイ　アム　ノット　

アベである。（2015 年３月 24 日記　第９条の会ヒロシマ世話人）

註：東北アジア情報センター会報 34 号（15 年３月１日号）の拙論・

「民意を無視する安倍首相は退任せよ」も参考にして頂ければ幸

いである。

　沖縄辺野古新基地建設工事を国民の声・行動で止めることが出

来れば、日本は良い方向へ向かうことが可能である。

　敗戦・被爆７０年、私たちは過去の歴史の事実と向き合い、負

の歴史を未来に繰り返さない為に努力することが求められる。そ

のためにも、隣国の人々と誠実に話し合い解決のために必要な議

論を行い・行動することが必要である。過ちは自らが認め反省し

償うことが正しい。

　隣国との関係が改善されれば、軍事力に頼る必要などないし米

国の戦争に加担することも必要ない。独りよがりの感情的な行為

が国民を危険な立場に追い込むことになる。

　



森瀧春子（世界核被害者フォーラム実行委員会・事務局長）

　今年 11 月に、「世界核被害者フォーラム」を広島の地で開催

します。広島、長崎被爆７０周年を迎え、核利用による人類生

存への脅威を断つことを目指し、核利用サイクルによる核被害

者が世界から広島に結集します。2014 年５月に長崎と広島の

反核平和市民グループが連携し実行委員会を結成して以来、プ

レ企画を重ねながら準備を進めてきました。３月８日の小出裕

章さんの講演会には 470 人が結集し機運が盛り上がりました。

昨年 12 月ウィーンでの「核兵器の非人道性を問う国際会議」

などでのアピールに応え世界各地から、また国内の反核運動に

取り組む人々から世界核被害者フォーラムへの期待が寄せられ

ています。以下に趣旨、概要を紹介します。
　
広島・長崎被爆 70周年
「核のない未来を！世界核被害者フォーラム」
2015 年 11 月 21 日（土）―11 月 23 日（月祝）３日間
　　　　広島国際会議場ヒマワリ
開催主体：世界核被害者フォーラム実行委員会
　　　　　（長崎・広島の反核平和団体で構成）

趣旨　
・今や核による被害は、地球全体に広がり、深刻な事態を生み

出しています。 
・2015 年、広島・長崎は米国の原爆投下から 70 年を迎えるが、

人類が滅亡の危機に直面する核時代の始まりの悲劇は未だ癒

えず、地獄の惨禍をくぐり抜け生き延びてきた被爆者は、放

射能の影響に今も苦しんでいます。この間、核を握る核権力

によって、放射能による健康への影響の事実は矮小化され、

あるいは隠蔽されてきました。被爆者は今なお原爆症認定訴

訟を起こさねばならないし、多くの「黒い雨」被害者は国か

ら見捨てられています。 
・1954 年、アメリカのビキニ水爆実験で再び核の犠牲者を出し

た日本は、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で起きた福島原

発事故で破滅的な核災害に襲われました。福島をはじめ東日

本の膨大な市民が生きる権利と生活を奪われ取り返しのつか

ない状況が生み出されています。 
・核利用のサイクルはウラン採掘に始まり、精錬、核兵器・核

燃料製造、核実験、核兵器使用、原発稼働、原発事故、使用

済み核燃料の再処理、核廃棄物の保管・処分、劣化ウラン兵

器使用など、あらゆる段階で放射能による広範な環境汚染と

人体への深刻な影響をもたらしてきました。 
・２千回を超える各地での核実験は世界中に放射能汚染を広げ、

実験場周辺だけでなく広い範囲の住民の命と健康、暮らしを

奪い取ってきています。 
・世界の 400 基を超える原発では、通常時でも働く労働者が被

曝を余儀なくされています。チェルノブイリ事故、福島原発

事故では膨大な量の放射能が放出され、数十万人の人々の命

と健康、暮らし、ふるさとを奪い、地球規模で環境を汚染し

てしまいました。 
・ウラン鉱山では採掘労働者だけでなくウラン鉱滓、精錬廃液な

どの放射性廃棄物による環境汚染で周辺の住民は、がん、白

血病などに苦しみ、子どもたちには先天性障害が多発してい

ます。 
・核兵器や核燃料用ウランの濃縮過程で出る放射性廃棄物＝劣化

ウランの一部は兵器として湾岸戦争以来、バルカン紛争、ソマ

リア攻撃、イラク戦争などで大量に使用され、放射能による

広範な環境汚染と人体への深刻な影響をもたらしてきました。
・核の利用が、軍事利用であれ、商業利用であれ、深刻な放射能

被害をもたらし、地球を破滅に向かわせるものであることは、

引き起こされている現実が明らかにしています。たとえば、

インドのウラン鉱山採掘現場、劣化ウラン弾を撃ち込まれた

イラクの現場、ネバダ核実験場の風下住民の現場、そして原

発大事故により失われた福島の人々の生活、健康、自然、い

つもそこに見られるのは、一握りの権力者、資本の利益のた

めにいわれもなく理不尽に踏みにじられる民衆の犠牲です。 
・核兵器も、劣化ウラン兵器も原発も人間の生きる権利を根底か

ら破壊してきました。核利用の過程で不可避的に出る放射性

廃棄物、特に原発の使用済み核燃料やその再処理で出る高レ

ベル放射性廃棄物は、処分方法も廃棄場所も全く見通しのつ

かない状態で人類の未来を脅かしています。 
・私たちは、広島、長崎被爆７０周年に当たり、核利用がもたら

した非人間的な核災害の原点・ヒロシマで「核と人類は共存

できない」という核絶対否定の理念を掲げ、核兵器を廃絶し

核利用を根絶するために世界核被害者フォーラムを開催しよ

うとしています。また、３度目の核兵器使用を食い止めるた

めの大きな力となった原爆被爆者の行動を確認し、原爆被害

の実相を次世代へ継承するメッセージ付託の場を提供します。
・フォーラムでは、表裏一体で進められる核の軍事利用と商業利

用の核サイクルの過程で生じる放射線被害のさまざまな実態

を明らかにし、被害者の救済を図る補償の国際的規範と体制

を国際的連帯のもとにつくりたいと思います。 
・また、世界のヒバクシャが連携し、核被害をこれ以上ふやさな

いため、核被害情報センターを設置し、核利用サイクルを断

つための国際的ネットワークを作る基礎を固める場とします。 
・フォーラムの宣言としてヒロシマから「世界放射線被害者人権

憲章」を世界に発し、国連人権委員会、国際赤十字、国際

NGOなど国際社会への働きかけをしていきます。 
・世界のヒバクシャは核被害の根絶のために連帯しましょう。 

2015「世界核被害者フォーラム」プログラム・日程概要（予定）
第１日 11 月 21 日（土） 
午前　開会　 
　問題提起　　実行委員会 

  「世界核被害者フォーラム」広島開催の意義と概要

へいきしょう
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　基調講演Ⅰ　ドイツＩＰＰＮＷ副会長アレックス・ローゼン博士 
　基調講演Ⅱ　マーシャル政府関係者　トニー・デ・ブルム外務大臣 予定） 

午後 
＜セッション -1＞核サイクル被害現場からの報告　
　ウラン採掘、核実験、広島・長崎原爆被爆、原発事故、原発労働、

　劣化ウラン兵器 　
夕方　 歓迎レセプション 

第２日 11 月 22 日（日）
午前  
基調講演Ⅲ　小出裕章　
＜セッション２＞ ヒバクに関する科学
午後
＜セッション３＞核兵器禁止・劣化ウラン兵器禁止キャンペーン
＜セッション４＞ウラン採掘・反原発・反核燃料サイクルキャンペーン
＜セッション－５＞核被害者支援キャンペーン 
夕方　アピール起草委員会、　 
　　　世界放射線被害者人権憲章起草委員会

第３日 11 月 23 日（月・祝） 
午前　「世界放射線被害者人権憲章」 
　　　　　　提案・論議・採択 
　　　　特別アピール・　福島原発事故関連 
　　　　　　提案・論議・採択 

ポスター展
◎ポスター展「世界の核被害者」（ドイツ IPPNW 制作）を開催

（フォーラム期間中） 
　ウィーンでの核廃絶市民フォーラム及び非人道性を問う国際

会議場で展示されたもので、世界５０カ所で引き起こされてい

る核利用サイクルによる核被害の実態を明示している。

＜世界放射線被害者人権憲章のイメージ＞
・不必要な放射線被曝を受けない権利 
・核汚染されていない食物、水を得る権利 
・核汚染されていない環境で生きる権利 
・被曝した場合は速やかな救援と適切な医療を受ける権利 
・生涯にわたる健診と後障害への治療の保障 
・子孫の健診と後障害への治療の保障 
・被曝の影響による損害の補償を受ける権利　 
・汚染された土地に代わる移住地を求める権利　 
・汚染された環境は回復されなければならない　 
・被曝汚染の原因を調査し、責任を追及する権利 など

＜参加呼びかけ対象＞
核利用サイクルの各段階の被害者、支援ＮＧＯ、
　　　　　　　　　　　禁止キャンペーン運動、各分野専門家
＜海外から＞
●ウラン鉱山被害・インド・ジャドゥゴダウラン鉱山・放射能反対同盟
●核実験被害・太平洋核実験地域住民、米風下住民、セミパラチンスク

●原発事故被害・・・チェルノブイリ事故被害関係　
●劣化ウラン弾被害・イラク、米劣化ウラン工場周辺地帯被害
●被曝労働被害（原発、核兵器製造、劣化ウラン弾製造）

●各分野専門家・医科学専門家　・核問題専門家・法律専門家
●反核兵器・反原発・反劣化ウラン兵器など運動団体
＜国内から＞ 
●ヒバクシャ 
・広島・長崎原爆被害者 ( 黒い雨被爆者を含む )　　できるだけ

多くの参加を呼びかける 
・第五福竜丸被害者 
・福島原発事故被害者（飯舘、いわき、浪江、南相馬等から・・） 
・原発労働被害者 
●反核兵器・反原発・反劣化ウラン兵器など運動団体 
●各分野の専門家　（協力依頼対象） 
・物理学・原発分野 ／医科学分野／法律家／ジャーナリスト 
●一般参加者は幅広く呼びかける 

＜賛同呼びかけ＞
　募金目標額　約 800 万円（会場費用、同通費用、招聘費用など） 
賛同してくださる団体・グループ・個人においては、振込票で

の振込によって賛同表明していただきますようお願い致します。 
　　賛同金　　個人１口　1,000 円 　　　団体１口　5,000　 
　＊　郵便振替：世界核被害者フォーラム・実行委員会
　　　　　　　　０１３８０－４－１０３１７５ 

＜2015「世界核被害者フォーラム」プレ企画＞
●第１回プレ企画
2014 年８月６日　広島市まちづくり市民交流プラザ６Ｆ
シンポジウム : 世界の核被害の実態に学ぶ
　　　　　　　　　　　　－核サイクルを断ち切るために－
　　　福島核被災者、高校生、広島被爆者、
　　　インド反原発運動家、アルジェリア核実験被害など

●　第２回プレ企画
３月８日（日）13：30－16：30　　広島平和記念聖堂
　「福島原発事故から４年～核による非人道的被害を問う」
　　講演：京都大学原子炉実験所　小出裕章さん
　
●　第３回プレ企画
日時：５月２３日（土）13：30－15：30　　
場所：広島市中区地域福祉センター（大手町平和ビル内）　
講師：浦田賢治　早稲田大名誉教授　
演題 :　＜戦後 70 年、ヒロシマ・ナガサキを捉え直す ――「グ

ローバル・ヒバクシャ」の視点から読む国際法と日本国憲法 ＞

●　第４回プレ企画
８月６日（木）14：00－18：00 　　
　　　　　　広島市民交流プラザ・マルチメディア・スタヂ　
　シンポジウム「2015 ヒロシマ国際対話集会反核の夕べ」
 　世界核被害者フォーラムで何を目指すか～核被害の原点から

●　直前企画
10 月 10 日（土）14:00-16:00　　　広島市東区民文化センター
　　広島・長崎被爆者特別セッション
　　　　　～被爆体験の継承に向けて～
 　 　第１部：核問題講演会　イレーヌ・スキャリー
　　　　　　　　　　　　ハーバード大学教授講演会予定
第２部 : 広島・長崎被爆者との連帯～被爆体験の継承に向けて

いのち
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◆　今夏、中学校教科書採択をめぐる状況　◆
 　「教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま」（以下「教

科書ネット」）では、去る 3 月 22 日、2002 年の結成以来 14 回

目となる年次総会／記念講演会を広島市内の留学生会館で開催し

ました。今年は、4年に1度の中学校教科書の採択年にあたります。

4 年前には呉市では歴史・公民教科書、尾道市では公民教科書に

育鵬社が採択されました。その後、育鵬社の教科書を推進する右

派勢力は安倍政権の再登場に大きく励まされ、産経新聞等の右派

メディアと結託して、慰安婦問題や領土問題の記述を攻撃しなが

ら、中央レベルでは、教育委員会制度や検定制度の改悪を着々と

進め、地方レベルでは日本会議系の右派地方議員が暗躍して特定

教科書排除を要求するなど、なりふり構わない教科書攻撃が行わ

れています。

　このようなきな臭い情勢の中で開催された今回の集会には、戦

争を賛美する育鵬社教科書の拡大にひしひしと危機感を感じてい

る市民が県内外から駆けつけ、真剣に学習し、緊迫した中にも熱

気のある集りとなりました。冒頭に事務局から「教科書問題を巡

る状況」として下記の報告を行いました。

 ◆　教育委員会制度の改悪　◆
 　改正「地方教育行政法」が４月から実施されます。これによっ

て教育委員の互選で選出されていた教育委員長は廃止され、これ

まで教育行政（教育委員会事務局）の代表として教育委員の一人

に過ぎなかった教育長が自治体の首長によって直接任命され、一

人で教育委員会を代表することになります。さらに首長と教育委

員会で構成される「教育総合会議」が新たに設置され、首長の教

育介入がよりしやすい制度となりました。右派勢力は、この新た

な教育委員会制度を最大限悪用して、首長を囲い込み、育鵬社教

科書の採択拡大を狙っているのです。

 　現に、この法律改正と並行して安倍政権の肝いりで昨年６月

に結成された「教育再生首長会議」は、その設立総会で、下村文

科相の挨拶に続いて、櫻井よしこに「日本とは、日本人とは」と

題して記念講演をさせています。その内容たるや、「ご皇室の存在」

「神話からのつながり」「『十七条憲法』の精神」「五箇条のご誓文」

「昭和天皇のご詔勅」云々。歴史修正主義者たちの頭の中には戦

前と戦後の区別はないようです。なお、教育再生首長会議の会長

は松浦正人・山口県防府市長。広島県内では、廿日市市・東広島市・

安芸高田市・呉市の市長がこれに参加しています。

◆　尾道市と呉市の状況　◆
 　 尾道市では、4 年前、山北教育委員長が、選定委員会答申を

無視して強引に多数決に持ち込み、育鵬社の公民教科書を採択し

ました。その後、尾道市教委は「尾道みらいプラン」なるものを

教科書採択基準に組み込んでいます。この「尾道みらいプラン」は、

「基本方針 2」に「豊かな心の育成」を掲げ、その中で、我が国

の伝統文化の理解や愛国心の醸成が強調されているので、今回の

採択では「尾道みらいプラン」を採択基準として育鵬社を採択す

る危険が濃厚です。

 　一方呉市では、現場の教員等からなる教科書調査員が教科書

の評価を行う際に、意図的に育鵬社教科書の評価が高くなるよう

な「観点」「視点」「方法」が設定されており、選定委員会が堂々

と調査員の評価通りに育鵬社を最高評価で答申し、教育委員会は

答申に沿って粛々と育鵬社を採択するという、「呉方式」とでも

呼ぶべき磐石のシステムができています。従って、呉市では、教

科書を評価する際に、平和・人権・環境等、21 世紀を生きる子

どもたちに必要な、国際基準（普遍的価値観）に基づく「観点」「視

点」「方法」を設定するよう市教委に強く要請していく必要があ

ります。

 　また、呉市で毎年 4 月 15 日に行われている第六潜水艇事故の

追悼式に、地元の小学生を参加させている問題への取り組みの重

要性も指摘されました。1910 年（明治 43 年）に瀬戸内海は岩

国沖で起きた所謂第六潜水艇沈没事故を巡り、上官の指示に反し

て無謀な潜行演習を強行し、その結果沈没事故を引き起こして部

下を死なせた「過失致死」の責任者である佐久間艇長の遺言は、

海軍の大失態を覆い隠すために軍国美談に仕立て上げられ、この

話は「沈勇」として戦前の修身教科書でもてはやされ、今でも多

くの人々が信じ込まされています。問題は、天皇制軍国主義教育

の屋台骨であった修身国定教科書の内容、それは史実を捻じ曲げ

た歴史偽造なのですが、未だにそれが公教育の場に平然と持ち込

まれ、その追悼式に地元の小学生が動員されていることです。呉

市の育鵬社採択は、戦後 70 年を経てなお、戦前の軍国美談を平

気で公教育の中に持ち込み、小学生を動員して何が悪いとする呉

市教委の麻痺した歴史感覚と底通していると言えます。こうした

反動的な呉市教委の歴史認識を議会内外から改めさせていく取り

組みを強めなければなりません。

◆　実教出版の高校日本史教科書排除問題　◆
 　もう 1 点報告されたのは、今回の記念講演の内容とも直結す

る高校日本史教科書の排除問題です。2012 年末の総選挙で政権

に返り咲いた 2 次安倍政権は一斉に教科書攻撃を再開しました。

5 月には実教出版・東京書籍・教育出版の社長及び編集担当役員

が自民党本部に呼び出され、45 人の自民党教育再生実行本部・

教科書検定の在り方特別部会等に属する右派国会議員に囲まれて

教科書編集方針について吊るし上げられるという事件が起きてい

ます。在特会との蜜月関係が報道されている山谷えり子（衆議院

議員）らが、日本史教科書の「領土問題」「南京虐殺」「慰安婦問題」

「原発稼働の是非」、さらに憲法問題や九条の会などについて、新

教育基本法に沿って記述するよう恫喝したと言われています。

　　　　「教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま」年次総会 /記念講演会

なぜこの教科書が排除されたのか 　ー特定教科書排除問題から採択制度を考えるー

山川　滋（教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま）

　



　その後、攻撃は実教出版の「高校日本史」教科書に集中される

ようになります。日の丸・君が代強制問題に関わって、「一部の

自治体で公務員への強制の動きがある」との記述のある実教出版

高校日本史教科書が槍玉に挙げられ、東京都教委、神奈川県教委、

大阪府教委、埼玉県議会などで、すでに文科省の検定に合格して

いるもかかわらず、その教科書の採択を認めず、他の教科書に変

更させたり、採択しないように通知を出すなど、法治国家として

は到底考えられないことが起きました。

   広島県内でも、2013 年度に県東部の高校を中心に、実教出版

の高校日本史教科書が現場段階で差し替えられる事態が広がった

と言われていましたが、実態は闇の中でした。しかし、2014 年

度に入ると、県の情報公開資料の中から、県西部の O 高校が一

旦実教出版の日本史教科書を選定申請しておきながら、その後何

らの理由を明らかにすることなく山川出版の日本史教科書に差し

替えるという不可解な事例があることが明らかになりました。こ

の事例は、広島県教委が教科書採択の基本方針として自らに課し

ている留意事項「公正確保が充分なされること」に抵触している

可能性があります。

【差し替え前の選定理由書】

　地理歴史　日本史 B　実教　304　高校日本史 B　3年　総

【差し替え後の選定理由書】

　地理歴史　日本史 B　山川　301　詳説日本史　3年　総

◆検定基準の改悪◆

　このように、安倍政権の教科書攻撃が本当に私たちの足元まで

忍び寄っている危機的な状況の報告を受けて、記念講演は始まり

ました。今回は、教科書攻撃の最前線とも言える教科書出版の現

場で闘ってこられた出版労連副委員長・教科書対策部長の寺川徹

さんを東京からお招きして、「なぜこの教科書が排除されたのか

～特定教科書排除問題から採択制度を考える～」と題してお話し

頂きました。文科省は、現在、「教科書改革実行プラン」なるも

のを推進しています。その要点は、①編集段階、②検定段階、③採

択段階の３段階で幾重にも規制を強化し、教科書の国家統制が進

められていることです。特に②検定段階では、検定基準を改訂し、

「特定の事項を強調しない」（＝慰安婦問題等の記述への牽制）、「近

現代の歴史的事象で通説がない場合は、通説がないことを明示」

（＝南京大虐殺事件等の過少評価ないし隠蔽）、「閣議決定等で示

された政府統一見解や最高裁判例が存在する場合はそれに基づい

た記述」（＝領土問題の一方的主張）などが加えられ、政府、文

科省による教育支配が明らかにされました。

◆　自らの言葉で、難しいことをわかりやすく
　　　　　　　　　　　　　　　伝える努力を！◆
　集会では、既に育鵬社教科書が採択されている山口県和木町や

今年の採択が危惧されている山口県防府市から参加した仲間か

ら、今の状況下でいったいどういう運動が可能だろうかと、率直

な質問も出されました。１時間半に及ぶ講演の中で寺川さんは、

少しでもよりよい教科書を子どもたちに届けたいという執筆者や

編集者の思いと、検定に合格して採択されなければ出版社として

立ち行かなくなるという葛藤を常に抱えながらも、現状を変えて

いくためには、ともすればわかりにくくなりがちな教科書問題を、

自分の言葉で、できるだけわかりやすく、一人でも多くの人に伝

えていく努力が必要ではないかと強調されました。

◆　教科書ネット・ひろしまの当面の方針　◆
①「安倍政権の歴史歪曲をストップさせる国際署名運動」の拡大

②教科書採択に首長が「教育総合会議」を通じて介入しないよう

市町村教委に対する要請書の提出

③現場教職員の声がきちんと反映する民主的採択の要求

④現行の育鵬社教科書批判

⑤４月に発表される検定教科書批判

を社会に広める活動に取り組みます。

　そして 5 月 30 日には、国際会議場で、県内の市民や団体と実

行委員会を結成して、辛淑玉さんを招き『迫る！中学校教科書採

択！！子どもたちを戦争にみちびく教科書に NO!　5/30 広島県

民集会』の開催を準備しています。今年の夏の採択に向けて、み

なさんと一緒に「安倍政権 NO！」「育鵬社教科書 NO！」の声

を大きくしていきましょう！

①本文の記述が比較的分かりやすく、図版・地図などが適切に

盛り込まれている。

②「歴史のまど」や「ズームイン」などが設けられており、さま

ざまな歴史に対する考え方を理解することができる。また、

日本歴史の流れを理解しやすくなっている。国際的観点から

の記述も見られ、世界史の中で日本の歴史をとらえることが

できる。以上、本校生徒に適した教科書である。

①本文の記述が充実しており、全ページがカラー化され、図版・

地図などが見やすくなっている。

②「資料をよむ」では、残された歴史資料からどのように歴史が

描かれていくのか、また「資料にふれる」では、文化財の重

要性について叙述してあり、生徒の歴史思考力を育む工夫が

してある。以上の点で、本校の生徒に適した教科書である。

講師：寺川徹さん

　　　（出版労連副委員長）

講演「なぜこの教科書が排除されたのか」



　2 月 14 日、15 日、「第 18 回許すな！憲法改悪市民運動全国交

流集会」を名古屋で開催した。連休明けにも関連法案と派兵恒久

法を国会に提出し、来年の参議院選挙後、初の憲法改正のための

　国民投票を実施すると公言している。いよいよ改憲が現実的な

ものとして動き出しているこの時期、全国の草の根の市民運動が

集まり、安倍政権の改憲への暴走を止めるために、これまで培っ

てきた運動の経験交流と今後の課題を議論した。

　集会の 1日目は、名古屋学院大学平和学研究会との共催で、公

開講演会を行った。開会の挨拶を、広島の第９条の会ヒロシマの

藤井純子さんが行い、続いて名古屋学院大学平和学研究会の飯島

滋明さんから歓迎の挨拶が行われた。講演は、日本体育大学の清

水雅彦さん（憲法学）が「日本を『戦争する国』にしてよいのか？

ガイドライン改定と戦争法案」と題して行った。

【　公開講演　】
「日本を『戦争する国』にしてよいのか？
ガイドライン改定と戦争法案」清水雅彦さん（日本体育大学）
　清水さんの講演は、ガイドライン再改定と戦争法案の内容・問

題点、集団的自衛権行使容認論の問題点とそれに対抗する運動論

の提起という内容だった。

　まず、昨年の閣議決定の問題点として、集団的自衛権の行使と

集団安全保障が含まれていること。この集団安全保障は国連憲章

で規定されているものとは違うことを話された。そして、その時

に出された３要件について公明党との解釈の違いが既に出ている

という指摘があった。

　ガイドラインについては、９６年の２度目の改訂ですでに安保

条約を超えているが、その時はまだ「周辺事態法」の「周辺」の

解釈は限定的にならざるを得なかった。今回の改訂は、アメリカ

の戦略がアジアにシフトしている中で、対中国を睨んで、同盟国

としての日本を繋げ止めておきたいという目論みがあるが、昨年、

アーミテージは急ぐ必要はないといった。アメリカの中でも安倍

政権を警戒する勢力がいるということだ。（ガイドライン改訂の

中身は）平時からグローバル有事までシームレスな対処ができる

ようにすること、周辺自体の概念を取り、後方支援も取り除いて、

あらゆる機会に協力できるようにする。9 条（の理念を）を超え

てしまい、国会を無視し、憲法上の問題と安保条約すらも越える

ことになる。

　予想される戦争法についての問題は、「後方支援」や「非戦闘

地域」を削除する。イラク特措法などの時限立法をやめ、恒久法

の制定をめざす。集団的自衛権については、「存立自体」という

ことで、自衛隊の任務や防衛出動の要件の変更など。その、ゴー

ルにあるのは、国民より国家の安全を最優先し、「国家の安全と

社会秩序」が優先する自民党の改憲案である。

　改めて憲法の平和主義の観点からの批判が大事。20 世紀は戦

争の世紀であったが、戦争の違法化を目指す時代でもあった。

1928 年には不戦条約が結ばれたが、自衛戦争を放棄していなかっ

たので日本のような国が出てきた。そこで 45 年の国連憲章で自

衛戦争の制限が出てきた。９条１項にはいろいろ解釈があるが、

自衛戦争まで放棄したと解釈すれば、憲法は戦争の違法化をさら

に勧めたものと言える。戦争の方法も規制をしてきた。この流れ

を進めれば軍隊の違法化までいく。２項の解釈を軍隊を全く持て

ないと解釈すれば、こういった違法化を進めたものと言える。９

条は部分的に平和主義を追求するもので、前文は、構造的暴力を

なくそうというもの。また、一国平和主義ではなく「全世界の国民」

となっている画期的なものだ。

　政治は国会だけで決まるものではない。国会以外でいかに運動

を作っていくのかが問われている。自己満足で終わらない運動を

作り、大きな運動をぜひ展開して欲しい」と締めくくりました。

清水さんのいわれるように政治は国会だけで決まるものではな

い。私たちがどうするか、帰趨はそこにかかっている。

その後、特別報告として、内田雅敏弁護士から靖国問題について、

そして「許すな！憲法改悪市民運動連絡会の事務局の高田健さん

の閉会挨拶で公開集会は終了した。

【　交流会１　】
　終了後は、会場を名古屋働く人の家に移動し、60 名ほどの参

加で、「運動の発展の工夫と課題」「運動の共働の努力と課題」に

交流集会を行った。

「運動の発展の工夫と課題」では 20 代の菱山菜帆子さ
んから、街頭情宣についての報告があった。「12 人で始めた情
宣は、フェースブックやツイッターなどで呼びかけ、多い時では

１０２名、ロングラン街宣（５時間）も行った。７月１日の閣議

決定の時には国会前には１万人が集まった。街宣は、参加した人

が自分の思いをト－クという形で表現できることで広がりができ

る。発言をするということで事前に学習するようになる。柔軟な

発想で若い人たちも取り込んでいかないといけない。」という趣

旨の発言がありました。自発的に創意工夫で街宣文化を作ってい

く菱山さんに頼もしさを感じた。

　日立市から参加した、角田京子さんからは、原発の署名
について報告があった。日立製作所の企業城下町で、一人で毎週

土曜日、1000 筆を目指して始めた活動に、やっと 81 回目にお

年寄りが加わったこと。ノボリを寄付してくれる人がでるなど共

感が広がってきたとのこと。大きな運動の一歩も一人の意思から

始まるという貴重な発言だった。

　また、東京から参加の土井さんからは、赤を基調に国会
を囲む「女の平和」の報告があった。この運動は、これまで
運動をしたことのない学者や弁護士の呼びかけで行われ、予想以

上の 7000 人の女性たちが集まったとのこと。また、「日本の憲

  第 18 回　許すな！憲法改悪・市民運動全国交流集会　報告

山本みはぎ（不戦へのネットワーク）



法をつくる会」が 1000 万人署名運動を始めていている。対抗す

るには、「一人称の運動」が大切」という報告があった。気づい

た人が動き出し、大きな運動につなげていく、ここでもひとりひ

とりの意思が大事だという教訓が語られた。

　大阪の中北さんからは、国民投票までを視野に入れた市民の
草の根の動きや意思表示で、市民が主権者として登場するような

チャンスとして運動を継続していきたいと発言。

　広島の新田さんからは、戦後 70 年に対する安倍談話に対す
る「市民のアピール」運動や４・５・６月と連続した取り組みで

の８・６ヒロシマ集会の開催の計画や、9 条破壊を実体化してい

る基地（呉基地や岩国基地）の現場からの訴えを発信していきた

いと発言があった。

　元イラク訴訟原告代表の池住さんからは、裁判を起こす準
備をしていることや次期の参議院選挙に向け憲法改正反対と脱原

発を主張する候補が当選するように結集をめざす運動も進めてい

ることなどの提起があった。

　東京の筑紫さんからは、「戦争をさせな、9条を壊すな！
総がかり行動」の報告があった。「戦争をさせない 1000 人委員
会」「解釈で憲法９条を壊すな！実行委員会」「戦争する国づくり

ストップ！憲法を守り・いかす共同センター」が５月３日に共同

で大きな集会を持つとのこと。その他、メディアの監視、働きか

けの必要性や各地の実情などの意見が続いた。

　個々の発言から、まず一人が動き、繋がる。その方法は街宣で

あり、デモであり、集会でありこういったその経験を共有できる

こういった場であるということが確認されたと思う。

【　交流会２　】
翌、15 日の午前中も前日に続いての討論を行った。今後の動き

として、連休明けからの審議は、７月中旬から 8月初旬まで続き、

来年の国民投票では、環境権、緊急事態、財政規律条項、参議院

選挙後の発議にかけられる見通し当報告があり、飯島さんからも、

緊急事態条項も盛り込まれるのではという発言があった。不安定

要因ついて、アベノミクスの帰趨や歴史修正主義の露呈などが挙

げられるとの指摘もあった。

「共同の幅を広げる」という課題は、各地の運動の経緯から
なかなか難しいが諦めず努力をすべき時だという意見や、各地で

広がっている９条の会の現状、弁護士会の動きなどの情報交換や

連携の可能性が議論された。

「運動の広がり」では、自民党や官邸への組織的な抗議の呼
びかけや、ツイッター、フェイスブックなどの取り組みや、分か

りやすいチラシの工夫、新しいデモ文化を作っていくことの必要

性などの意見が出された。

　講師の清水さんからは、左翼的な運動はマイノリティであると

の自覚をすべき。少しの違いで批判をせず、市民の声を目に見え

る形で伝えるべき。市民団体が接着剤として動いて、継続的な取

り組みを。との提起があった。

最後に、高田さんから市民運動の役割が大切だ。独自の取り組み

しながら、全国各地で一斉に総がかりの行動をしていくことの確

認をお願いしたいと締めくくった。

　午後からは、岐阜各務原にある、岐阜基地と小牧基地のフィー

ルドワークを行った。岐阜基地には PAC3 が配備されているし、

軍需産業の川崎重工が隣接している。また、小牧基地は言わずも

がなの空の派兵拠点として、カンボジア派兵から最近でイラク派

兵が行われた基地で、空中給油機４機が配備されている。そして

ここも、最大の軍需企業の三菱が隣接している。戦争ができる国

に向けた法整備が緊急の課題だが、自衛隊の現実は既に憲法の平

和主義を超えている。憲法を現実に活かす活動も同時に取り組み

必要があると思う。

【　まとめ　】
　２日間の全国交流集会で、各地でそれぞれ頑張っていることが

実感された。安倍政権の暴走がいよいよエスカレートする中、状

況は非常に厳しいが、清水さんがいわれるように政治は国会の中

だけで決まるわけではない。沖縄の闘いは歴史と現実に密着した

「戦争はもうたくさん、基地より自然を」という強い意志の発露

だと思う。本土でもそういう思いの人たちが多数を占めれば政治

は必ず変わるという確信を持って取り組みたい。そのためには、

まずひとりひとりが動くこと。そして繋がることの必要性と重要

性を意識して可能性を追求していくことだ。名古屋でもつながり

を追求しつつある。４月２８日の改憲と沖縄をテーマにした集会・

デモをかわきりに、５月・６月と連続した行動の企画を準備して

いる。安倍政権が目指すもの、その先に見える現実をしっかり認

識し、伝え、つながってこの動きをみんなで止めたいと思う。

交流会は久々の和室。80 人ギュウギュウ詰めの中で内容の濃い討論でした。

小松基地
空中給油機 KC767



　２０１３年３月に発生した江田島市における中国人実習生によ

る川口社長、従業員に対する殺傷事件の公判が１月１９日広島地

裁で始まった。裁判員裁判として行われるため、すでに判決日も

３月１３日と決まっている。この間、計２１回の公判が予定され

ている。

　検察側は、この事件を殺人、殺人未遂として立件しようとして

おり、凶悪な刑事事件としてのみ扱おうとしている。だが、今回、

江田島で起こった殺傷事件を外国人技能実習生制度と切り離し

て、単なる刑事事件として扱うことは大きな誤りを犯すことにな

る。なぜなら、技能実習生制度は「現代の奴隷制度」であり、３

年間の「人身売買」に他ならないからである。就労の自由、転居

の自由を奪われた実習生たちは、どんなにひどい労働条件や住環

境にあっても、また、非人間的な扱いをする事業主に雇われても、

３年間逃げ出すこともできず、我慢し続けなければならない。

　そのような状況に置かれている実習生たちの背景的理解なくし

て、今回の事件を解き明かすことはできない。われわれは、陳双

喜被告が犯した犯罪行為を免罪せよと主張しているのではない。

しかしながら、建前だけは立派なことを言いながら、その実、最

低賃金で、しかも差別的扱いを強要するような実態を無視して、

問題を扱うことはおかしいと主張しているのである。

　例えば、証人で出てきた日中友好経済協同組合の高橋などは、

えらそうなことを言っていたが、音戸で起こった牡蛎業者のセク

ハラ事件では、一体どんな対応をしていたのか！中国人の女性実

習生が事業主から１年以上にわたって執拗なセクハラを受け、涙

ながらに助けを求めたにもかかわらず、「中国に帰らされてもい

いのか」と放置した当事者ではないか。そして、彼女が音戸警察

に被害届を出した報復として、寮を叩き出され、解雇されたとき

に、一体何をしたのか！結局のところ、われわれが支援して裁判

まで行なわなければ、彼女の権利は守られなかった。

　陳双喜被告が、今回の事件を引き起こすまでに何があったのか、

事実を正確に、正直に解き明かすことが必要である。そして、事

の重大性を認識した上でなお、彼を死刑にするべきではない。

鳥井一平氏、技能実習制度の構造的問題を暴露
　２月２３日、広島地裁３０４号法廷において、全統一労組副中

央執行委員長、移住連事務局長、外国人技能実習生権利ネットワー

ク運営委員である鳥井氏は、被告側証人として出廷し、見事なま

でに外国人技能実習生制度を暴露した。

　技能実習制度の目的と実態の乖離から始まり、監理団体と各企

業との関係、送り出し機関と実習生、監理団体との関係、何よりも、

就労の自由や転居の自由を奪われた実習生たちと各事業主との支

配従属関係などが明らかにされた。そして、前借金を抱えた実習

生たちにとって、解雇や強制帰国がどれほどの脅威となるのか、

また、異国で生活する上での不安や言葉の問題、孤立と孤独、さ

らには、現実に行われている違法、脱法行為の指摘等を通じて、

技能実習制度の持つ構造的矛盾が、分かりやすく解き明かされた。

おそらく、裁判官、裁判員裁判に参加した裁判員たち、検察官も

含めて、初めて技能実習生制度とは何かを理解したはずである。

これは、裁判後の被害者、被害者遺族のコメントにも明らかとなっ

ている。「裁判を通じて技能実習制度のずさんさも感じました。

私たち遺族と母は、陳被告と制度の問題に見て見ぬふりをしてき

た国や関係者の犠牲になった。」また、裁判を傍聴した市民の中

からも、「実習生制度というものがどのようなものなのか、よく

分かりました」という感想が寄せられていることからも言える。

　これに対して、無様な姿をさらけ出したのが、検察官たちであっ

た。最初に反対尋問に立った検察官は、鳥井氏に対して、「あな

たの言っていることは一般論であって、川口水産で起こったこと

を知っているんですか？」とか、二番目に立った検察官は「技能

実習生制度の問題は分かりましたが、だから事件発生は仕方な

かったと言いたいんですか？」などという的外れな質問しかでき

ず、傍聴席からの失笑を買っていた。

　われわれとしても、鳥井氏が明らかにされた実習生制度の構造

的矛盾をなくすために努力していかねばならないと強く認識させ

られた。

検察、無期懲役を求刑
　２月２７日、広島地裁で行われた検察側論告求刑は、無期懲役

であった。もちろん、判決が出されるまで予断は許されないが、

死刑が回避されて、ひとまずは良かった。

　殺人と殺人未遂で立件を図った検察をもってしても死刑を求刑

できなかった事の意味を考えてみる必要がある。

　ひとつには、この間、裁判員裁判で出されていた死刑判決につ

いて、最高裁で相次いで否定されたことがあるだろう。量刑の公

平さを理由とした判例重視の判断である。ふたつには、精神科医

の証言で明らかにされた、陳双喜さんの知的障害の存在である。

対面での会話などには差し支えがないにもかかわらず、一度にた

くさんのことを処理できない障害の存在は、おそらくこの事件を

通じて初めて明らかとなったものである。そのため、仕事が遅い

とか、仕事の段取りの悪さなど、彼が馬鹿にされた根拠が明らか

となった。さらには、鳥井氏が明らかにしたように、技能実習生

制度の持つ構造的欠陥が暴露されたことである。川口社長も橋下

さんも、陳被告も技能実習生制度の犠牲者であるという指摘の持

つ重みが反映されたというべきであろう。

　被害者遺族の感情を考えれば、同情を禁じ得ないが、陳双喜さ

んを死刑にして終わりという問題ではない。「現代の奴隷制度」「人

身売買」と批判されている、この技能実習生制度をなくすことを

  江田島事件の裁判員裁判始まる　　ー陳双喜被告を死刑にするな！

土屋信三（スクラムユニオン・ひろしま委員長）



もって、今回の悲劇的事件を総括していく必要がある。そうでな

ければ、また同じ悲劇が、形を変え、姿を変え繰り返されること

となるだろう。

無期懲役の判決
　３月１３日、広島地方裁判所裁判員裁判において、陳双喜被告

に対して無期懲役の判決が下された。検察側の論告求刑が無期懲

役であったことからも、予測されたことではあるが、死刑判決は

回避された。

　判決では、今回の事件が技能実習生制度との関連を全く認めな

かった。これは裁判官たちの技能実習生制度に対する無知に由来

する。判決文は「制度が目的通りの制度として運用されていない

部分はあるが、被告自身もお金を稼ぐ目的で来日して一定の送金

をしていたことなどによれば、被告が置かれた環境や状況を個別

に検討する以上に、技能実習制度の問題点を事件と結びつけるべ

きだとは考えられない」と主張する。こうした内容自体が、まっ

たくの無理解を露呈している。来日前に莫大な借金を抱え、最低

賃金で働くことを強要され、しかも３年間、就労の自由も移動の

自由もなく、ひとつの事業所に縛り付けられ働き続けなければな

らない実態を全く理解できていない。手取額７～８万円の中で、

１年間に１００万円の送金を行おうと思えば、月に２～３万円の

生活費で暮らし、残業代＝時給３００円や４００円の残業でもこ

なしていかなければできないのである。人権も無視され、言葉が

できないことや仕事が遅いことなどを馬鹿にされ、孤立している

実習生たちの環境をどう理解するのか。

　安価な低賃金労働力として外国人技能実習生を利用することを

やめ、一人の人格を持った外国人労働者として対応すべきである。

労働条件にしても日本人と同等の待遇にすべきであろう。このこ

とは制度の中にも、建前として謳われていることである。就労の

自由や移動の自由を認めれば、崩壊するような制度自体がすでに

おかしいのである。

　技能実習生制度は廃止すべきである。そして、外国人労働者を

労働者として受入れるべきである。

 

外国人労働者からの相談事例
　スクラムユニオン（労働相談ひろしま）には、日本で働く多くの外国人労働者から
　切実な相談が日々寄せられています。最近の相談事例を次にいくつかご紹介します。

● 約 150 万円の残業代未払いの支払を求めている。＜非正規の中国人女性、2人　＞
● 息子が奨学金を借りて返済してきた。帰国することになり、残りを支払う能力がないので、

自己破産したい。＜非正規のペルー人女性＞
● 来日して 1 年 4ヶ月。残業代がちゃんと払われていない。＜呉の野菜加工工場で働く中国

人女性の技能実習生 2人＞
● 有休をとったことがないし、協同組合の通訳から「有休はない」と言われている。在留

期限なのでなんとかして欲しい。＜中国人の男性技能実習生＞
● K 工業で 2ヶ月間働いた。給料の支払段階で、1 本 35 円の内職だと言われ、給料の半分

ぐらいしか支払われない。＜非正規の中国人女性　＞
● 14 ヵ月にわたり賃金未払い。一部払っているが、総額 1 人 150 万円弱。社長が B 協同組

合の理事長　＜因島の K工業（株）溶接工、インドネシア人技能実習生　男性二人＞　
● ①歯がはれて 1 週間程度休んだ。9/25 に休みたいと思って電話連絡をしたが、寝過ごし

て 10 時ごろ電話したら、｢もうクビだ｣と言われた。②歯がはれて抜いたが、はれがおさま

らず、別の歯科で治療中。前の歯科を訴えたい。＜派遣会社 J から M（株）T 工場に 2ヶ

月働くペルー人女性>
● 働きたいが、保育園の空きがなく、入れない。<ペルー人の姉妹　ともにシングルマザー

　子供が、姉は 5人、妹は 2人いる。＞
● 気分が悪くなって息子に運転を頼んだが、無免許だったため、教唆の罪で 2 年間の免停

となった。何とかなるだろうか。　＜非正規のペルー人女性　＞
●日本人の夫と３才の子どもと生活しているが、DV で別れるつもり。しかし子どもの親権

を夫がとろうとしている。相談できる弁護士がほしい。＜ブラジル人女性　＞
● 島根の M 製作所で検査の仕事をしていて目を痛め、広島で治療中。生活保護。妻は三重

県にいる。<日系三世の妻と結婚して来日したブラジル人男性　＞



　皆さん今日は。今日は、阪神淡路大震災が起きて 20 年目に当

たります。6400 人を越す犠牲者の方々、その後の環境変化によ

り関連死した多くの方々、大震災による建物の崩壊、大火災、目

の前で大切な人を救えなかった方々の嘆き・苦しみは今も忘れる

ことはできません。ヒロシマ－ナガサキの被爆者は 1945 年８月

６日、８月９日のことを思い出されたのではないでしょうか。

　2011 年 3 月 11 日、私たちはまたもや大地震を経験しました。

東日本大地震です。地震－津波、そして原発の爆発。私たちは自

然の脅威と共に、原発という人間が冒した過ちを経験したのです。

　私は 2013 年 10 月、2014 年 11 月と、飯館村、南相馬市、浪

江町を訪れました。そこでお聞きした３．１１当時の様子、現状、

現地の様子を一人でも多くの方々にお伝えし、決して 3.11 を忘

れないと誓いました。

　メディアでは、放射性物資を取り除く多核種除去設備アルプス

で放射性核を吸着、使用済み核燃料全て搬出、凍結方法で地下水

漏れを防ぐ、除染作業の進展などとフクシマ原発事故対策が着々

と進展しているように報じられていますが、現地でお話していた

だいた内容は大きく異なっていました。

　大半の放射性物資を取り除く多核種除去設備高性能アルプスは

福島第一原発で発生する一日 500 トンの汚染水を処理、これま

でに設置したアルプスと合わせて一日 1,960 トンの汚染水を処理

できるとして東京電力と日本政府が原発事故の切り札としていま

す。東京電力広瀬直美社長は 2013 年９月に敷地内の汚染水の浄

化は 2014 年度内に処理できると阿部首相に約束しました。しか

し、タンク内に保管されている高濃度汚染水は約 36 万トンもあ

ります。その上、既設のアルプスはトラブルによる停止が相次い

でいます。東京電力や安倍首相がいうアンダーコントロール、早

期に解決できるという状況にはありません。汚染水を保管する福

島第一原発敷地内の地上タンクは約 930 基あります。ボルトで

しめたこのタンクの接合部から高濃度汚染水が漏れるトラブルが

多発したことを覚えていらっしゃる方も多いと思います。

　汚染水のもう一つの原因として地下水があります。日々増え続

ける地下水を遮断する方法として福島第一原発１号機から４号機

を氷の壁で取り囲み、地下水の建屋への流入を防ぐ凍土流水壁の

設置を進めました。しかし、現実には第一原発と第二原発の電源

ケーブルの通る地下道の周囲が凍らず氷の壁の周囲に３種類の止

水剤を投入せざるをえない状況に追い込まれています。その効果

も不明と言われています。この間、第一原発原子炉建屋周辺の井

戸水からセシウム 134 が１㍑あたり最大 10 万ベクレル、セシウム

137 が最大 36 万ベクレル検出されました。１年前は数百ベクレ

ルという数値でした。核は人間が制御できない、これが実感です。

　今回の訪問で各地の放射線量を測定してきました。飯館村の居

住制限区域の地面すれすれの場所で１５０μＳＶ，これは年間の

放射線量にすると 131ｍＳＶ、山林付近では 4.6μＳＶ、年間で

は 40ｍＳＶを越す高い値です。帰還困難区域ではどれくらいの

値なのかと空恐ろしさを覚えました。浪江町の山間部で同様の値

が計測されました。放射線は環境にも影響を与えます。除染が進

んでいるように報道されていますが実態はまだまだです。放射性

物質が雨により地面に流され、川を汚染し、海を汚染していく汚

染のサイクルは長く続きます。田や畠は表土をはぎ取られ白い地

面をさらしていました。元のように耕作できる日はいつ訪れるの

でしょうか。家の周りに黒いビニール袋に入れた除染廃棄物が山

のように積み上げられている光景があちこちで見られました。福

島県内では現在、除染廃棄物の仮置き場が約 1,000 箇所、庭先な

どの現場保管が６万４３００箇所にのぼっています。

　今、日本政府は福島原発事故を過去の出来事として片付けよう

と、事故発生後１年間の積算放射線量が 20ｍＳＶを超えると推

定される特定避難勧奨地域を解除し住民を帰還させようと躍起に

なっています。20ｍｓｖを基準にすることさえ異常な事態です。

現在、私たちに適用されている基準は年間１ｍＳＶなのです。こ

の１ｍｓｖにも良心的な学者から安全性に異論がある位です。

　私たちが訪れたこの地域で、24 時間の居住制限下で数時間帰

宅されているお年寄りたちの姿を見かけました。しかし、戸外に

いる人の姿は殆ど見かけませんでした。事故前は、のどかな地域

で耕作をし、語り合っていた人々の姿はありません。事故後、各

地に避難し、家族がバラバラになり、コミュニティーが壊され、

その中で自死をする人が増えたと報告されています。原発の事故

は多くのものを奪いました。

　今回お会いした人々のお話の中で、とりわけ身を切られるよう

に辛かったのは、国策と企業に翻弄された現地住民たちの望郷の

念でした。安倍首相の言う｢原発事故はアンダーコントロール｣下

でも帰還困難地域に指定されている飯館村長泥区・区長の鴫原さ

んの言葉は悲痛でした。－野菜や花を栽培し、270 人の住民の笑

顔が溢れ、住民が結集して賑やかな祭りが行われていた長泥地区

には、今は人影はない。猪がたくさん走り回っている。３年も過

ぎると悔しさや悲しみを通り過ぎて、懐かしい。これまで、こん

なに美しいとは思わなかった。離れてみてわかった。その立場に

ならないと分からなかった－。この鴫原区長は住民の心を一つに

つなぐため、｢区報｣を出してがんばっています。そのがんばりや

心を私たちが共有しなければならないと強く思いました。

　私たちは－人類と核は共存できない－というヒロシマの被爆者

の言葉を今一度心に刻みましょう。二度の訪問で強く感じている

ことは現地の状況を知らなかったということです。現在私たちに

届く情報は余りにも不十分です。まるでかっての大本営発表では

ありませんか。メディアから流れる情報を鵜呑みにするのではな

く、確かな情報を得る努力を自分たちで行うこと、自分自身で情

報を精査し考え行動していくことの大切さを思いました。

そして福島の事故を教訓とせず、目の前の利益を追求し、原発の

再稼働、原発の輸出に､向けてまっしぐらに進む安倍内閣にＮＯ！

の民意を伝えましょう。

  決して 3.11 福島を忘れないと誓う

 安倍政権にレッドカード　1.17 リレートークにおいて

中谷悦子（被爆 2世）



私たちの人権宣言

2011 年 3 月 11 日以降の東京電力福島第一原子力発電所の事故で、原子力の安全神話は崩壊し、原発は最大級の人
権侵害だということが明らかになった。私たち日本人は、ヒロシマ、ナガサキ、フクシマと 3度の広範囲の核の惨
禍を体感した世界で唯一の国民であり、今なおその後遺症に苦しんでいる。ここに、改めて命と核は共存できない
ことを確認し、私たちの安全と生存を自らの行動によって獲得しようと決意して、私たちの人権宣言を確定する。

脱被ばく７か条
１　私たちには、健全な空気と水と大地の元、健康に暮らす権利があります。
        よって、放射能に汚染された空気や水や大地を拒否します。 
２　私たちには、自分の住みたい場所に住み続ける権利があります。 　　
       よって、原発事故により、避難や移住させられる状況を拒否します。 
３　私たちには、未来を担う子どもたち、および未来のあらゆる生命を育てる健全な生育環境を守る権利
        があります。よって、放射能汚染により、 生命が健全に生育する環境が破壊されることを拒否します。 
４　私たちには、自由に生業を営む権利があります。
        よって、原発事故により、生活の糧を失うことを拒否します。 
５　私たちには、地域のコミュニティーを持ち続ける権利があります。  
       よって、原発事故による避難や移住により、これまでのコミュニティーが破壊されることを拒否します。 
６　私たちには、先人の文化や遺産を引き継ぐ権利があります。
       よって、原発事故により先人の文化や遺産が消失することを拒否します。 
７　私たちには、差別や偏見のない、平等な社会を築く権利があります。 　　
       よって、原発事故により、一部の住民や作業員に過酷な被害が集中するという差別を引き起こす原発 
       を拒否します。 

県・市町村への請求
１　私たちは、生命や人権を脅かし、差別を生む原発に頼ることのない、健全な地方自治を要求します。 
２　私たちは、原発の再稼働に同意せず、国に対して再稼働反対の意見書を提出することを要求します。 
３　私たちは、原発事故により、上記に準じた私たちの権利が侵害された場 合、原発の再稼働に同意
        した自治体の長（知事、市町村長）に対して、 　　損害賠償と刑事責任を請求します。 

電力会社への請求
１　私たちは、生命や人権を脅かし、差別を生む原子力産業からの撤退を要 求します。 
２　私たちは、原発事故により、上記に準じた私たちの権利が侵害された場 合、原発を再稼働させた
        貴社及びその責任者（会長、社長、取締役）に対して、損害賠償と刑事責任を請求します。 

国への請求
１　私たちは、生命や人権を脅かし、差別を生む原子力政策の撤回を要求します。 
２　私たちは、原発事故により、上記に準じた私たちの権利が侵害された場合、原発再稼働を  許可した
         政府の長（内閣総理大臣）とすべての大臣に対して、損害賠償と刑事責任を請求します。 

「伊方原発５０km 圏内住民有志の会」は、前双葉町長・井戸川
克隆さんの講演会を愛媛県伊方町、八幡浜市、宇和島市で
2014 年２月、３月に開催しました。（宇和島市会場では東北地
方豪雪による交通機関の不通で、残念ながら井戸川さんはこら
れませんでした。）福島県双葉町は 2011 年 3 月 11 日の大地震
と東京電力福島第一原発事故で、町ごとの避難を強いられ、今
も避難生活が続いています。参加者は3会場あわせて285名（伊
方町 96 名、八幡浜市 110 名、宇和島市７９名）で、県内外か
らご来場いただきました。　 　講演で井戸川さんは、「実際の
原発大事故の被害を受けた福島県のことを考えれば、伊方原発
の再稼働はあり得ない。何十年、何百年もかけて作ってきた漁
業やみかん山などの除染や弁償などできない。事故が起きれば
ここを去るしかない。自分の体験から言って、避難とはふるさ
とから離れてしまうこと。そのあと何日後に帰れるのか、ある
いは何年後とか、あるいは永久に帰れないとか、そういう議論

なしに避難計画が作られることは非常に危険だ。私たち双葉町民
は、今も避難を完成していない。これを解決せずに、その他の地域、
日本全国の多くの人々に避難計画を作れ、あるいは避難をしろと
いうことは、あってはならない。営利企業の起こした事故・事件
が原因で避難計画を作れと言われるときは、それぞれの住民の人
権が担保されなければならない。」と述べられ、原発事故の際、
直接の被害者になる住民たちで協力して、電力会社や自治体、国
に「避難しない宣言」を出すことを提唱されました。
これを受け、このたび伊方原発５０ km 圏内住民有志の会は『私
たちの人権宣言　脱被ばく７か条』を起草し、国、自治体、電力
会社に送る活動を呼びかけます。二度と原発事故による避難を強
いられることがないように、この宣言を伊方原発５０キロ圏から
広めていきます。また、この宣言文については、送る方々、地域
に応じて、それぞれ自分の思い、言葉で書いて送っていただけれ
ば幸いです。

堀内美鈴 (伊方原発５０km圏内住民有志の会 )
　



　この 3 月 21 日、映画『標的の村』の

監督をされた三上智恵さんを迎えて第

九条の会ヒロシマの 23 周年講演会を

行った。広島県 9 条の会ネットワーク

と沖縄・辺野古に新基地を作らせない

広島実行委員会の共催で予想を上回る

240 人 もの方々が集まってくださって感謝している。最初に告

白すると、私は三上智恵さんのこの講演を聴く前は彼女が監督し

たドキュメンタリー映画『標的の村』を見ていなかった。講演の

最初に三上さんが、会場の中でこの自作ドキュメンタリーを見た

人はどの位、と尋ねると多くの人が挙手をした。因みにテレビド

ラマ化もされている ( 百田尚樹原作の ) 映画『永遠の O』はどう

かと問うと大体同じ位の反応があった。『標的の村』は今まで全

国で 24,000 人の観客を動員したが、『永遠の O』の動員は 700

万人だから 300 倍近いことになる。しかしこの比較は余り意味

がないかもしれない。零戦にまつわるフィクションと違い、三上

さんはやむにやまれぬ正義感から同胞に真実を知らせたいとこの

ドキュメンタリーを作ったのである。東京生まれの彼女は父の仕

事の関係で沖縄を瀕回に訪れ、大学では沖縄民俗学を専攻し、

2014 年春までの 19 年間、琉球朝日放送で沖縄問題の取材をし

ながらキャスターをつとめた。その人が伝える『標的の村』は何

としてでも見なければならないという気にさせた。

沖縄ドキュメンタリー作家の苦労
　沖縄での攻防は海上で起こることもある。2004、2005 年の辺

野古では 24 時間海上ボーリングのやぐらの上で取材する間、女

性ながら冬の海水につかりながらトイレをせざるを得なかった。

これは『海にすわる　辺野古 600 日の闘い』というドキュメン

タリーとなった。こんな苦労をしても沖縄のニュースは全国に伝

わらないというあせりもぬぐえなかった。

「標的」の村とは
　何かを標的にするとは、射撃の的にするということだ。人間を

標的にするとは、対象者の人格を無視し、利用し、物として、道

具として扱うことである。ベトナム戦争時に、沖縄の人びとが、

高江の住民が、米軍の軍事訓練で標的に使われた、というのである。

高江にベトナム村が作られたという。そしてそのことは秘密にさ

れたという。そんなことがあってよいものか。そんなとんでもな

いことが行われていたことを、本土の人間が知らされずにいたこ

とも、日本人全体がいかに軽視され、愚弄されていたかというこ

とになる。憲法で保証された人権も、平和に生きる権利や知る権利・

表現の自由などの権利も認められなかったということになる。

  映画「標的の村」監督　三上智恵さんの講演「憲法を獲得する沖縄」を聴く

  第九条の会ヒロシマ 23周年講演会

岡本珠代（第九条の会ヒロシマ世話人）

高江はオスプレイのヘリパッドに囲まれた
　米軍北部訓練場北側半分は返すからオスプレイの訓練場を作ら

せろというのが米軍のもくろみだった。ベトナム戦争が終っても

高江は訓練場にさせられることになって、結局 6カ所のヘリパッ

ドが作られ、昨 2014 年 3 月から運用がはじまった。ここから、

事故の多い、うるさいオスプレイが岩国にも頻繁に飛んでくるよ

うになった。

通行妨害で住民が訴えられる
　ヘリパッドに反対する高江の住民は非暴力の座り込み抗議行動

をした。すると国は通行妨害という名目でスラップ裁判に訴えた。

近くに住む現さんと妻も訴えられたが何と 8歳になったばかりの

長女まで訴えられた。8 歳の少女はその後取り下げられたが、非

常にずさんな訴状で、実際はこの少女は座り込みにも行っていな

かったという。この事件も報道されなかったし、当時の知事も反

対してくれなかった。

日米合同委員会は国会・憲法の上にある？
　これらの施策を左右する日米合同委員会は日米地位協定や安保

条約にもとずいて、憲法や国会よりも上位にあるとされている。

日本は独立国ではなく徹底的に米国に隷従しているのである。米

隷従は原発についても同様だと山口の「上関原発を作らせない大

集会」の帰りに広島に寄ってくださった武藤類子さんも発言され

た。この問題をふり払うのは難しいが諦めるわけにはいかない。

知花昌一さんはなぜ日の丸を焼いたか
　沖縄では 1945 年以来日の丸・君が代が禁止され、学校で日の

丸掲揚することも禁じられ、学校の先生たちが全国から日の丸の

寄贈を求めるなどしたが、復帰後は反対に強制されるようになっ

た。知花さんの行動はこうした動きに抵抗したのだ。

憲法を獲得する沖縄
　沖縄は復帰後も憲法によって守られることがなかった、憲法を

獲得していなかった、平和的生存権も財産権ももっていなかった、

非核 3原則も適用されていなかった、ということが、高江の住民

たちの闘いとそれを広く伝えようとする三上さんらの努力の中で

明らかになった。憲法自体が存廃の危機に瀕している今、私たち

のなすべきこと、できることは何なのかを自問せざるを得ない。

が、三上さんの講演によって私たちにつきつけられたこと、それ

はこれから沖縄の人たちが憲法を獲得して、憲法に保証された人

間らしい生活ができるようになることを本土の人間にとっても喫

緊の課題とすべきである、ということである。



三上智恵さん

基地と原発は同根　武藤類子さん

美しい、地球でもまれにみる貴重な海を埋め立てて米軍基地を日本政府が作るなんて！　許してはならない。（名護市資料より）



　3月 21 日広島ＹＭＣＡ国際文化ホールで、23 周年講演会の前に
総会 2015 を行い、約 50 人の方が参加してくださいました。2014
年度の報告を行い会計報告含み承認をして頂きました。そして 15
年度の活動方針、活動計画、役員等の提案を行い、承諾を得ること
ができました。安倍政権の戦争をする国づくりに対し、平和主義を
守れと声を上げ広めていくことを確認しました。以下の通りです。
（藤井純子）

2014 年度活動報告
主な活動　　 
3 月 21 日 第九条の会ヒロシマ総会と「集団的自衛権」学習会
　　29 日 第九条の会ヒロシマ 22 周年特別講演会　メモリアルホール
 　　　　ノーベル賞受賞者益川敏英さんと松田正久さん「憲法と教育」
4月 7日～ 5月 6日　8・6新聞意見広告展示　広島市民交流プラザ
5 月 3 日  5・3 憲法記念日リレートーク　シール投票　原爆ドーム前
6月（ 2 回） 集団的自衛権行使容認賛成？反対シール投票
7月 1 日～ 4日 集団的自衛権行使容認抗議原爆ドーム前集会、
　　　　　　　デモ（ネットワーク、1000 人委員会等で連続行動）
8月　  6 日　 8・6 新聞意見広告 1　朝日新聞大阪本社版 15 段＋ 
  東京都内版 &山口全県版 5段　＆デジタル版
8月 31 日 新聞意見広告２　読売新聞東京都心版 5段
10 月  4 日 戦争させない 1000 人委員会主催大江講演会協力
 26 日 STOP ！川内原発再稼働広島集会とデモ
  　（上関原発止めよう！広島ネット、原発さよなら他）
11 月   3 日 憲法のつどい「災害と憲法」
　　　　　　　講師：津久井進弁護士　広島県 9条の会ネットワーク
  ＆パレード　秘密保護法廃止！広島ネットワーク
12 月  6 日 秘密保護法廃止！広島集会（広島弁護士会主催）＆ 
  デモ（広島県 9条ネット、秘密保護法ネット主催）
12 月 11 日～ 13 日　安倍政権にレッドカード街宣　本通り電停前
　　   13 日　 広島本通電光掲示板ナビア映像開始
　　　　　　　　「命もこころも捧げるもんか！」~1月 12 日
 １月   17 日 安倍政権NO！リレートーク（広島県９条の会ネット）
 26日 安倍政権にNO！ドーム前集会とデモ（広島弁護士会）
 2 月 14 ～ 15 日 第 18 回許すな！憲法改悪全国交流集会（名古屋）
　　　会報、81 ～ 84 号発行　　世話人会 19 回　
　　　ほか　事務局会　発送作業　意見広告校正作業など
　　　ネットワークなど関係団体との連携

2014 年の活動　　
１）活動方針
　１、一人でも多くの市民に、憲法の 3原則、人権・民主主義・
　　　９条の大切さを知ってもらうよう活動する。
　２、憲法を破壊するいかなる改憲（明文、立法、解釈改憲）にも
　　　反対の意思表示を行う。
　３、人権を確立する様々な課題を共有し、政治的、思想的立場に
　　　こだわらず、幅広い協力・結集を目指す。
２）活動計画 2015
　１、改憲ストップの世論作りのために 8.6 新聞意見広告に取り組む。
　　　　朝日新聞大阪本社版全 15 段　東京都心版（可能であれば
　　　　山口県版）全 5段、朝日デジタルトップパネル
　２、5.3 憲法リレートーク、展示、市民投票、街頭宣伝など様々
　　　な方法で平和憲法の大切さを市民に直接訴える。

　３、集団的自衛権行使容認など戦争につながる安倍政権の暴走を
　　　注視し改憲を阻むため全国的、地域的な連携を強める。
　　（広島県 9条の会ネット、秘密保護法廃止！広島ネット、
　　　許すな！憲法改悪市民連絡会、九条の会ほか）
　４、核兵器廃絶、脱原発、基地、戦後補償問題など人権にかかわ
　　る取り組みに積極的に連携する。（上関原発止めよう！広島ネット、
　　　ピースリンク広島・呉・岩国、教科書採択ネット、慰安婦ネットひろしまほか）

　５、会報の発行　　年 4回　予定

・主な活動予定
　  3 月 21 日 　総会　講演会　　
　  5 月  3 日　  5・3 憲法記念日リレートーク　市民シール投票　
　  8 月 4～ 6 日 被爆・敗戦 70 年 8・6ヒロシマ平和へのつどいに参加
　  8 月  6 日 　8・6新聞意見広告掲載　配布
　11 月 3 日 　11・3憲法のつどい（広島県 9条の会ネットワーク）
　  2 月 　　　　許すな！憲法改悪・市民運動全国交流集会

３）会の運営
　・世話人会　原則月１回　＊2～ 3月と 6～７月は、紙面づくり
　　　のため月２～３回程度の場合有　他事務局会、発送作業随時
2014 年世話人（敬称略）　（事務局は◎）
　名誉代表：岡本三夫　　 世話人代表：藤井純子◎　　　　
　世話人：石口俊一、上羽場隆弘（尾三地区）、上山耕平◎　
　岡本珠代◎、木原省治、栗原君子、後藤正史、佐々木孝◎、
　島村眞知子◎、実国義範（広島県北）、利元克巳、土井桂子、
　西浦紘子◎、宮地靖子、盛谷祐三、横原由紀夫、 
　▽8.6 意見広告担当　　石岡真由海　▽ 会計入力担当　たけだまるみ
　▽会計監査：河野布美子　浜根和子
４）財政　年会費１口 2,000 円　会へのカンパ　新聞意見広告賛同金

第九条の会ヒロシマ　2015 年　総会報告



8・6新聞意見広告呼びかけ人、賛同してくださった皆さんからのメッセージ
筆録:島村眞知子



昨年 12 月に亡くなった宮地さんは性来孤高を好まれたような印象がある。私自身は
第九条の会ヒロシマ事務局とわずかの広島 YWCA 出席以外、個人的接触はほとんどな
かったのだが、今にして思えばいろいろと思い出されてなつかしさがこみ上げてくる。
第九条の会が広島 YWCA で事務局会や総会をするときはいつも宮地さんが茶菓を提供
してくださった。手作りのおいしいクッキーと宮地さんは分ちがたく結びついていた
が、2010 年 1 月フランスの市民反原発運動家で 80 歳のアルベール・コカール氏が一
人で広島を訪問し市民と会合された時、もう一つ靖子さんの隠れた才能が分かって大
いにおどろき、嬉しく思った。流暢なフランス語で、英語をほとんど話さない氏の通
訳をしてくださったのは、彼女だった。フランス語は大学ではなく個人的に勉強した
とおっしゃっていた。実は大学時代の専攻は英語だったが英語嫌いだったということ
が、最近の靖子さんを偲ぶ昼食会ではじめて明かされた。また、私が風呂場で仰向け
に転倒して、後頭部に大きなこぶができた時、すぐに脳神経外科を受診するように強
く勧めてくださったのも彼女だった。2011 年 3.11 のフクシマ原発事故のあと、東京
在住の娘さんが一時閉鎖になった横浜の森村学園に通うお孫さんと広島に避難してこ
られたのでお世話をされていた。最近はお目にかかる機会が少なくなった。もう少し、
宮地さんとお知り合いになりたかった。急死されたのが残念でならない。　岡本珠代

口数少ないながら、きりっとした面持ちで周りを鼓舞
してくれる人でした。赤い上着と黒のパンツ姿が印象
に残ります。多国語を操られる方でしたのにその様子
を聞くことが出来なかったのが残念です。ともに闘っ
た宮地靖子さんを思い起こしながらこれからも頑張っ
ていきたいと思います。　　　2015.3.10　佐々木孝

宮地さんは、ご自分の信念を貫かれたと思います。
どんな事にも誠実に、時に厳しく向きあって行動され
ました。一緒に活動できてよかったです。天に召され
ても私たちを見守っていてください。　　島村眞知子

新聞切抜き下が1行切れていてごめんなさい。
私にとっては御庄博実さんというより、やは
り丸屋先生だ。穏やかで優しい笑顔しか浮か
ばない。しかし一度だけ大変厳しい顔を見た。
あの樺美智子さんの検死をされ、絞殺のあと
があったと話された時。権力とはそこまです
るのか。私も決して忘れない。　　藤井純子

宮地靖子さん　長い間世話人をしてくださってありがとうございました！



活動報告  　（第九条の会ヒロシマほかネットワーク、実行委員会など関連団体行事含む）
2015 年
1 月   9 日（金） 第九条の会ヒロシマ会報発送　プラザ３F　フリースペース
 10 ～ 11 日 新春討論会（アステールプラザ大会議室）
 12 日（月） 広島本通り電光掲示板ナビア映像終了　（12 月 13 日～　）
 15 日（木） 広島県９条の会ネットワーク例会　18：00 ～　国際会議場３F研修室
 16 日（金） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑮　13：30 ～　国際会議場 3F 研修室
 17 日（土） 安倍政権NO！　リレートーク　12 時～ 13 時　本通り電停前
 20 日（火） 上関原発止めよう！広島ネットワーク中電前行動　12~13 時　中電本社前
 23 日（金） 愛宕山裁判　広島高裁　11：00 ～（10 時半集合）
 24 日（土） 岩国基地の拡張強化を許さない！広島西部住民の会　呉東弁護士講演会
   カキ船問題を考える会設立総会　広島市民交流プラザ５F　
   川内原発再稼働反対阻止全国ネット交流会（川内市）～ 25 日朝　
 25 日（日） 川内原発ゲート前抗議集会　
   川内原発再稼働反対鹿児島集会　　原発再稼働阻止全国ネット相談会
   上関原発止めよう ! 広島ネット川内原発再稼働反対街宣　本通り電停前
 26 日（月） 通常国会開会日　安倍退場！退陣ドーム前集会とデモ（18 時～　）
 28 日（水）　　 沖縄・辺野古新基地建設をさせない！本通街宣
2月   4 日（水） 日本軍「慰安婦」広島ネット水曜日街宣　本通電停前　12 時 ~13 時
   6 日（金） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑯　　13：30 ～　国際会議場 3F 研修室
   7 日（土） 宮地さんを偲ぶ会　
 11 日（水） 2.11 集会 ①中北弁護士（自治労会館）②足立弁護士（カトリック幟町教会③革新懇
　　         14~15 日 ( 土・日 )  第 18 回許すな！憲法改悪・市民運動全国交流集会 in 名古屋
 17 日（火） 広島県 9条の会ネットワーク例会
 20 日（金） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑰.
 　  21 日（土） さよなら原発講演会　今中哲二さん　13：30 ～　広島市民交流プラザ　
   田中利幸さよなら講演会　17：30、アステールプラザ大会議室 A　
 22 日（日） 『かき船問題』公開討論会　生協けんこうプラザ５Ｆ14：30 ～
 24 日（火） 辺野古に新基地は作らせない本通街宣　二人の拘束に抗議　16：00 ～ 16：45
 25 日（水） 第１回教科書採択問題県民集会広島実行委員会（仮）　ゆいぽーと　18：30 ～
 27 日（金）　 一人芝居「ひとみ」（13：00、西区民文化センター）28 日尾道、1日三次
3月   2 日（月） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑱
   4 日（水） 日本軍「慰安婦」広島ネット水曜日街宣　本通電停前　12 時 ~13 時
   　　     8 日（日） 2015 世核被害者フォーラムプレイベント小出裕章講演会 カトリック大聖堂
　　　　   9 日（月） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑲　13:30　国際会議場１Fミーティングルーム
 11 日（水） 福 1原発事故から 4年「なぜ罪は問われないのか」地協美和講演会（告訴団）
   3.11 福 1 事故を忘れない原爆ドーム前集会とデモ（平和運動センター＋市民）
 14 日（土） 集団的自衛権　伊藤真講演会　弁護士会主催　中国新聞ホール　
　　　   中学生にも分かる『慰安婦』ミニパネル展　市民交流プラザ１F　～ 23 日
 15 日（日）　 湯浅一郎講演会「川内原発と海」（14：00 ～　　ゆいぽーと５F研修室）
 19 日（木） 上関原発止めよう ! 広島ネット中電前行動　11：55 ～ 13：00　中電本店前
 20 日（金） 第九条の会ヒロシマ総会 +三上講演会資料印刷（市民交流プラザ）
   日本軍「慰安婦」問題をどう考えるか　吉見講演会　
 21 日（土・祝） 第九条の会ヒロシマ総会 & 記念講演会　広島 YMCAホール
 22 日（日） 武藤類子講演会　上関ネット＆福島告訴団共催　       
   教科書ﾈｯﾄ「なぜこの教科書が排除されたか」寺川徹さん
 29 日（日） 上関ネット世話人会＆原発再稼働反対本通り街宣
４月  1 日（水） 日本軍「慰安婦」広島ネット水曜日街宣　本通電停前　
  3 日（金） 第九条の会ヒロシマ会報 85 号発送　　国際会議場 3F 研

お知らせ 1月に一度、続けてま～す。ご参加くださ～い！

日本軍「慰安婦」問題解決ひろしま

毎月第１水曜日に街頭行動を行っています！
　　　リレートーク、国際署名など
　5月 6日（水）12:00~13:00　本通電停前
　6月 3日（水）12:00~13:00　本通電停前　
主催：日本軍「慰安婦」問題解決
　　　　　　　　ひろしまネットワーク
連絡先：090-3632-410( 土井 )

上関原発止めよう ! 広島ネットワーク中電本社前行動
   4 月 20 日、5 月 13 日、 6 月 17 日（水）11：55 ～ 13：00　
　第 2　or 第３水曜日　　連絡：090-6835-8391（渡田）

◆4月 26 日チェルノブイリ、フクシマを忘れない
　　　　　中電本社前行動、

裁判公判日（山口地裁）
　・住民訴訟（損害賠償）：　　　　4月 21 日 14:00
　・スラップ訴訟（4800 万損害賠償訴訟）：
　　　　　　　　　6月 10 日 13:30、7 月 1日 13:30
　・埋立免許取消訴訟：　　　6月 3日 11:00（予定）

↑

→

日本軍「慰安婦」パネル展

1.26　安倍退場！退陣ドーム前集会とデモ

吉見さん

多くの人が熱心にじっくり見てくださいました

2.21 田中利幸さよなら講演会

地協美和さん（告訴団）

3.11 フクシマを忘れない市民デモ



◆沖縄・辺野古に基地をつくらせない広島実行委員会
　-①今、沖縄：辺野古で　＝緊急報告集会＝
　４月５日（日）17:30~19:30　広島市東区民センター　無料
　報告：谷本大岳さん（宮古島在住、元郵政ユニオン中央執行委員）
　主催：沖縄・辺野古に基地をつくらせない広島実行委員会
　共催：郵政産業労働者ユニオン中国地方本部
　　　：ピースサイクル広島ネットワーク　ピースリンク広島・呉・岩国

②４・２８「主権回復の日」を問うヒロシマ集会
　4 月 28 日（火）18:00~20:00 広島市西区民センター大会議室
　　　　　　　　　　　　　　　（JR 横川駅徒歩５分）
　基調講演：横原由紀夫さん（東北アジア情報センター）
　報　　告：儀保唯さん（弁護士）
　三線演奏：中村盛博さん（広島沖縄県人会顧問）
　参 加 費：1000 円（学生、障がい者無料）
　主　　催：沖縄・辺野古に新基地をつくらせない広島実行委員会
　連 絡 先：090-3373-5083（新田）

◆“輝け９条・活かそう憲法 “５．３ヒロシマ集会
　５月３日（日）10 時～ 12 時 30 分　
　　　　　　　　広島市東区民文化センター・ホール　
　シンポジウム※テーマ「戦後 70 年と日本国憲法」
　・秋葉忠利元広島市長・足立修一弁護士・糸数慶子参議院議員
　主催：憲法を守る広島県民会議　憲法の改悪を許さない広島
　　　　県民会議　広島県平和運動センター　広島県原水禁　
　　　　戦争をさせないヒロシマ 1000 人委員会
　連絡先：082-503-5855（広島県平和運動センター）

◆マイライフ　マイ憲法 2015 ヒロシマ憲法集会
　5月 3日（日・祝）13：30 ～　広島県民文化センターホール
　講演「沖縄から語る憲法」小林武さん（沖縄大学客員教授）
　憲法ミュージカル「憲法　チャチャチャ♪」
　参加費：2000 円　小中高　1000 円　当日＋200 円
　主催：同実行委員会   連絡先：082-222-0072（石口法律事務所）

◆①「九条の会・はつかいち 2015 憲法のつどい」
　4月18日 (土 )13:30~16:30　　廿日市交流プラザ（本町５－１）
　　　第一部　映画「日本と原発～私たちは原発で幸せですか？」
　　　第二部　憲法トーク　石口俊一弁護士
　　参加費：999 円（学生・障がい者無料）手話通訳・託児など

　②シール投票「自衛隊海外派遣恒久法に賛成？反対？」
　　５月２日（土）15:00~16:00　宮島口桟橋前
　　主催：九条の会・はつかいち　　　
　　連絡先：090-3373-5083（新田）

◆映画「圧殺の海ー沖縄・辺野古」上映会
　5月 10 日（日）14:00~ 上映１  16:30－報告会   17:30~ 上映　
　場所：阿品市民センター（JR 阿品駅山側徒歩 1分）
　参加費：1,000 円（学生、障がい者無料）  連絡先：0829-31-3356
　主催：岩国基地の拡張・強化に反対する広島県西部住民の会
　

◆2015 年夏！　迫る　中学校教科書採択！
　　子どもたちを戦争にみちびく教科書はいらない！
　　　　　　　　　広島県民集会　
　5月 30 日 ( 土 )13:30~16:30　広島国際会議場（平和記念公園内）　

　講演　辛淑玉さん（のりこえねっと共同代表）
　呼びかけ発起団体　
　　教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま　
  　　　　共同代表　柴田もゆる      　連絡：0829-31-0876

　

◆フレンドシップ・アセンブリ講演会　
　「ひとりひとりを大切に　憲法から考える」
　4月 26 日（日）14 時～　尾道市農協栗原支店（尾道市則末町）
　講師：伊藤　真（弁護士・伊藤塾）　参加費：無料
　主催：フレンドシップ・アセンブリ
　連絡先：090-1013-6932（友野）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆日本国憲法施行 68周年　
　　戦争をさせない尾道市民集会（仮称）～市内パレード
　5月 3日（日）13：30 尾道市農協栗原支店　（尾道市則末町）
　主催：尾道 9条ネットワーク
　　　　（九条の会・おのみち、栗原草の根憲法 9条の会ほか）
　連絡先：090-4107-3637（原田）　090-3374-8539（勝村）

◆九条の会・三原 憲法月間講演会　
　「戦前の歴史から、戦争法の未来を考える」（仮題）　　　
　5月 17 日（日）　13：30 ～ 15：30　三原市市民福祉会館５階
　講師：沢田正（秘密法廃止ネット共同代表・元共同通信広島支局長）
　主催：九条の会・三原　　
　連絡先：0848-62-5929（日本基督教団三原教会）

◆戦争法反対の市内パレード（仮）
　5月 17 日（日）15：40 ～ 16：30
　　　　　　　　　三原市市民福祉会館付近～三原駅前（予定）
　主催：「戦争させない三原市民行動」（三原地区労センター、
　　　　部落解放同盟三原地協、九条の会・三原ほか呼びかけ中）
　連絡先：0848-62-5929（日本基督教団三原教会）

◆ピースフェスタ三次 2015
　―平和について発信し、語りあい、考える一日にー
　5月 30 日 ( 土 )　11 時～ 16 時　　ほしはら山のがっこう
　　　　　　　　　　　　　　（旧上田小学校）三次市上田町 388
　　　県内・県外からマルシェ　ワークショップ　音楽やリレートーク
　主催：ピースフェスタ三次実行委員　連絡先：福元（080-2020-4779）

事
務
局
か
ら

・2014 年度はご支援、有難うございました。これまでで最
高の会費、賛同金を頂きました。皆さまの応援があって
こそ活動ができます。憲法を活かすよう頑張らなければ！

・会費納入についてはタックシールに記載しています。既に
ご入金くださっていたらどうぞお許しください。ご確認
の上、記載の間違いがありましたら遠慮なく連絡してく
ださい。2015年度もどうぞよろしくお願い致します。

・写真提供＝岡原美知子さん、沢田正さん、Hさん、感謝です。

・呼びかけ人や会員の皆さんから迫真のメッセージがたくさんありまし
た。手書きは緊張します。皆さんの想いが伝わるかなぁと…　島

・ふるさと納税って日本どこでもいいんですよね。沖縄県とか名護とか
の自然を守るため、応援になるかも。フ

・春になってうれしい。でも原稿を書くって難しい。皆さんよく書いて
くださる。ホントにありがたい。OT

・品格のない政治家たちに吐き気がするけどこれが厳しい現実。それに
引き替え、沖縄の2紙、真の報道とは正にこれですね。　島

後
記

2015 年度になりました。会費、賛同金をよろしくお願いします (._.)　

お知らせ

広島県北

広島県東部

広島県西部

訂正＝84 号Ｐ12 ～ 13 のストップ川内原発
再稼働鹿児島集会の原稿は高木恭代さんが
書いてくださいましたが前後の広島の動き
は編集の関係で藤井が説明したものです。
尚、ホームページでは訂正済みです。


